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	（５）アンケート結果
	・大きくて漠然とした課題を一つ一つ整理していくことで問題解決につながるということが分かりました。そのプロセスはとても大変でしたが、今考えるととてもいい経験になったと思います。
	・様々な事が多くあったが、一番気づき・学びとして良かったのは良いチームを作るのも大事であるが、良い成果物を作ること意識すればチーム内での関係があやしい場合、自身のモチベーションになることに気づけた。
	・チームで一つのミッションを持って動くことをとても甘く考えていたと思う。ミッションを明確にすること、そのミッションの方向も適しているか自問してみることが、今の自分にも必要である事に気づかされた。
	・価値観の相違によるコミュニケーションの違いから「こんな視点もあったんだな」と思えた。対立するだけでなく、そこからプロジェクトの完遂のために対応することを覚えた。（例えばメンバー間の問題にせず、企業とのミーティングでで自ら意見を発信するなど）
	・「なぜ」を考えるくせがついた。
	・本当の受益者は誰か、その人に自分達の成果物をどう影響させていくべきかを考えることができた。
	（６）振り返り会の様子

